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第６９回京丹後市上下水道事業審議会会議録 

 

１．開催日時：令和８年６月２２日（月） 午前９時３０分～午前１１時３５分 

 

２．開催場所：京丹後市役所 峰山庁舎１号館２階１２５会議室 

 

３．出 席 者：今田弘一委員（会長）、袖長恵子委員、平野佳代子委員、草本栄子委員、 

今井秀一委員、柿本寿々子委員、山下初乃委員、垣中米夫委員 

  欠 席 者：蒲田幸造委員（副会長） 

事 務 局：橋本上下水道部長 

経営総務課：吉野課長、永島課長補佐、田宮総務経理係長 

施設課：岸本課長、川戸課長補佐、能勢課長補佐 

 

４．議題 

（１）市長挨拶 

（２）上下水道事業審議会への諮問 

（３）議事等 

   水道事業の経営状況等について 

 

５．公開又は非公開の別 公開 

 

６．傍聴人の数 １人（報道機関） 

 

７．内容（要旨） 

■開会 

事務局から第６９回京丹後市上下水道事業審議会の開会を告げる。 

 

■市長挨拶 

  中山市長 

 

■上下水道事業審議会への諮問 

  中山市長から会長に諮問 

 

■市長退席 

  中山市長退席（他の公務のため） 

 

■会長挨拶 

  今田会長 
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■上下水道部長挨拶 

  橋本部長 

 

■議事（会長が進行） 

＜会長＞ 

 最初に、委員の出欠状況について事務局より報告をお願いします。 

 

＜事務局＞ 

 条例では、委員定数の半数以上の出席で会議が成立することになっています。 

 本日の出席者については、審議会委員９人中８人の出席ですので、本日の会議が成立して

いることを報告します。 

 

■会議著名人の指名 

＜会長＞ 

 続いて、本日の会議録の署名人を指名します。柿本委員にお願いします。 

 

■事務局の説明・質問等 

＜会長＞ 

 それでは議題に入っていきたいと思います。まず水道事業の経営状況等について、事務局

から説明をお願いします。 

 

＜事務局＞ 

 橋本部長による上下水道部出席職員の紹介 

 事務局説明【資料説明①、②、③、④】 

  

＜会長＞ 

 ただいま水道事業下水道事業の現況から、それぞれの会計の決算状況について説明をして

いただきました。資料もたくさんありますし、専門的な説明もたくさん出てきたと思うので

すが、ご質問やご意見、感想等がございましたら、発言をお願いしたいと思います。 

 

＜会長＞ 

下水に関して、以前から工事が完了し利用できる状況になったにもかかわらず、なかなか

接続率が向上しないという話があったのですが、現在、改善策がとられているのかどうか。

それによってどれぐらい向上したのかということがわかれば説明をお願いしたいと思います。 

 

＜事務局＞ 

京丹後市で行っている下水道接続普及推進策としましては、まず供用開始から３年以内に

接続する方を対象に、一般世帯で５万円、高齢者世帯で２０万円の補助金制度を設けていま

す。また、供用開始から３年以内に浄化槽から繋ぎ変える方には、１年間、下水道使用料を

基本料金のみとする減額制度があります。 
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その他には、下水道接続普及推進員を２人配置し、供用開始して間もない地域のほか、以

前から供用開始されているところも回り、相談対応などを行っております。 

しかしながら、高齢化が進む中で、下水道に接続されない方の中には高齢者の方が多く、

課題として捉えております。 

今後の改善策としましては、補助金制度や下水道使用料減額制度に適用される供用開始か

ら３年以内というルールの撤廃などの検討が必要と考えております。また、下水道接続のメ

リットをホームページ、パンフレット、イベントなどを利用してＰＲするようなソフト面の

施策を含め、接続率の改善、向上を図っていきたいと考えております。 

 

＜委員＞ 

下水道接続普及推進員は、市と受益者のパイプ役として、訪問活動の中で、下水道接続の

メリットなどをＰＲしているのか。 

 

＜事務局＞ 

 下水道接続普及推進員ですが、年間を通して結構な数の家庭を訪問いただいており、訪問

の際には下水道接続のメリットなどを伝えていると認識していますが、そういったことが伝

わりやすい資料がないのも現状ですので、課題として対応していきたいと考えております。

また、下水道接続の費用の問題に対しては、様々な支援制度を設けて対応しておりますが、

不足する面もあるため、下水道整備も終わりに近づく中、様々な声を取り入れて、接続につ

ながる施策の充実に努めていきたいと考えております。 

 

＜会長＞ 

 下水道接続普及推進員は、どのような方がされているのか。 

 

＜事務局＞ 

会計年度任用職員として２人を専門職として雇用しており、長い方は１０年以上の経験が

あり、どちらの方も気さくに話ができる方だと思っております。 

 

＜会長＞ 

水道料金の未納者に対して行う給水停止は、どのように行われているのか。 

 

＜事務局＞ 

給水停止につきましては、年間を通じて３か月以上水道料金の滞納がある方が対象となり

ます。ただし、支払いが困難な事情がある方については、状況を聞き取り分納の誓約をいた

だく、また生活保護や子育て世代の方も様子を見させていただくといった配慮をさせていた

だいております。 

結果としまして、特別な事情がある方を除き、対象者のほとんどが給水停止の警告後に未

納料金を支払われますので、実際に給水停止を行うのは、本市に居住しない方等に限られま

す。   
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＜会長＞ 

水道事業下水道事業、決算に関しましてご意見がないようでしたら、次に進めたいと思い

ますがよろしいでしょうか。では事務局から説明をお願いします。 

 

＜事務局＞ 

 事務局説明【資料説明⑤、⑥、⑦、⑧】 

 

＜会長＞ 

今説明を受けた内容につきまして、ご質問やご意見、感想等がございましたらお願いした

いと思います。よろしいでしょうか。それでは引き続き、事務局から水道料金改定の趣旨説

明をお願いします。 

 

＜事務局＞ 

事務局説明【資料説明⑨】 

 

＜会長＞ 

 水道料金改定の趣旨、基本的な考え方等を説明していただきましたが、ご意見やご質問等々

がございましたらお願いしたいと思います。 

 

＜事務局＞ 

 補足説明 

 

＜委員＞ 

他会計からの補填なく、水道料金収入だけでやっていけるシミュレーションはできるのか。 

 

＜事務局＞ 

水道事業につきましては、下水道事業と違い、一部を除き、基本的に他会計からの補助金

に依存しない経営を行っております。 

 

＜委員＞ 

次回から、料金改定案等の具体的な話になっていくと思うが、京丹後市では平成２７年４

月から料金改定が１０年止まっている。他の公共的な料金は頻繁に上がっているため、個人

的には料金値上げはやむを得ないと考えているが、市民の皆さんに納得していただける料金

改定となるように、料金の値上げ幅等について比較検討できるよう複数の改定案の提示をお

願いしたい。京丹後市は他の自治体に比べ、基本料の割合が低い。使用量に左右されない安

定的な収入を得るためには本来基本料金を多めにするが、市民に負担を極力かけないように

低い設定にしていることが、将来的に市民の首を絞める事態になると本末転倒になる。 

 

＜事務局＞ 

基本料金と従量料金の比率を変えたパターンを複数作り、次回提示させていただきます。 
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＜会長＞ 

 水道は、生活するうえでなくてはならないものである。物価上昇は数年前から現在まで課

題となっており、生活にも直結している。その最たるものが水道料金だと感じるため、相当

慎重に提案し、市民の皆さんに納得していただけるように、丁寧に説明をしていくことが必

要になろうかと思います。そのため、料金改定ありき、値上げありきというようなことでは、

詳細な議論というか本音のところが出にくいかもわかりませんので、その辺りも踏まえて、

今日の資料をまた読み込んでいくということも必要でありますし、このタイミングでこうい

う議論が必要なのかということも、十分検討していただきたいというふうに思っております。 

ご意見、ご感想など、ございませんでしょうか。 

 

＜委員＞ 

 料金改定について、今までに上げてこなかったとか、水道の経営状況が悪いという事情が

あることはわかりましたが、この少子高齢化の中、物価高騰など厳しい状況にある中で、水

道料金が上がることになると、生活が更に苦しくなる方も出てくる。我々の生活に一番大事

な水がなければ生活できないことを踏まえると、水道料金は安いにこしたことはないと思う

ので、値上げありきではなく、努力して少しでも上げなくて済むような状況を考えていくこ

とも重要だと思う。 

 

＜事務局＞ 

 人口の状況、物価高騰による状況、過去の料金の関係もありましたが合併後２０年経って

いる中で、消費税額の改定時以外では一度だけ値上げをさせていただき、そこから１０年が

経過したということもあり、経営的な努力に関しても説明をさせていただきながら、水道が

市民生活に最低限必要であることのバランスを取りながら、次回以降委員の皆様も含めまし

て、市民の皆様にも丁寧な説明を心がけていきたいと思います。 

 

＜会長＞ 

他にございませんでしょうか。ないようですのでこの辺りで質疑応答は終了したいと思い

ます。それでは事務局にお任せします。 

 

＜事務局＞ 

 今回の水道料金改定に係る諮問の答申を受けまして、料金改定案を９月議会には上程する

予定としております。そうなりますと、事務の都合上７月下旬には答申書をまとめ、７月末

には市長に答申を行っていただくというスケジュール感で進める必要がございます。そのた

め、事務局の方で今お配りした審議会開催日程の通り予定を組ませていただきました。非常

にタイトな日程であり恐縮ですが、何とかこの日程でお世話になれますように、ご協力の方

よろしくお願いしたいと思います。 

 

＜会長＞ 

 次回は１週間後の６月２９日月曜日です。峰山庁舎のこの会議室で第２回目の審議会を開
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催しますので、よろしくお願いします。 

 

■閉会挨拶 

 今田会長 

 

午前１１時３５分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


